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住
居
が
な
く
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
人
で
も
 

生
活
保
護
の
申
請
受
付
を
徹
底
せ
よ

　
生
活
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
命
を
守
る
最
前
線
の

緊
急
相
談
窓
口
を
振
興
局
や
市
町
村
と
連
携
し
て
土

日
も
開
設
す
る
こ
と
、
住
居
が
な
い
人
、
働
く
能
力

が
あ
っ
て
も
仕
事
が
な
い
人
か
ら
生
活
保
護
の
申
請

が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対
応
し
、
住
居
確
保
を
援
助
す

る
よ
う
指
導
を
求
め
ま
し
た
。

違
法
な
雇
い
止
め
を
許
さ
ず
、 

派
遣
法
抜
本
改
正
を
求
め
よ

　
派
遣
労
働
に
つ
い
て
は
、
二
月
四
日
の
国
会
で
の

志
位
質
問
に
対
し
て
、
政
府
が
「
偽
装
請
負
の
期
間

や
違
法
な
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
に
つ
い
て
も
派
遣
の
期

間
に
通
算
さ
れ
る
」
と
答
弁
し
た
こ
と
を
紹
介
。「
現

在
派
遣
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
多
く
が
、
三
年
間

の
派
遣
制
限
期
間
を
超
え
て
働
い
て
お
り
、
大
企
業

は
直
接
雇
用
の
申
し
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
そ
の
義
務
を
違
法
に
の
が
れ
て
き
た
」
と

指
摘
。
知
事
に
「
違
法
行
為
を
断
固
許
さ
な
い
努
力

を
す
べ
き
」「
国
に
派
遣
法
を
一
九
九
九
年
の
『
原
則

自
由
化
』
以
前
に
戻
す
抜
本
改
正
を
求
め
る
べ
き
」

と
迫
り
ま
し
た
。

政
治
災
害
の
も
と
、

府
民
の
命
と
生
活
を
守
る
緊
急
対
策
を

住
居
の
な
い
人
々
の
命
守
る
た
め
 

北
部
と
南
部
に「
緊
急
一
時
避
難
所
」の
設
置
を

　
山
内
よ
し
子
議
員
は
、
仕
事
や
住
居
を
失
っ
た

方
々
の
命
を
守
る
た
め
に
、
府
内
自
治
体
と
連
携
し

て
、
失
業
者
へ
の
食
事
と
宿
泊
を
提
供
す
る
無
料
の

「
緊
急
一
時
避
難
所
」
を
北
部
と
南
部
に
設
置
し
、
避

難
所
に
生
活
支
援
、
医
療
相
談
や
仕
事
探
し
を
援
助

す
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
府
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
派
遣
切
り
や
生

活
困
難
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
に
対
す
る
緊

急
対
策
と
し
て
、
家
賃
減
免
や
入
居
要
件
の
緩
和
を

行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
緊
急
一
時
避
難
所
に
つ
い
て
「
府
営
住

宅
等
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
現
状

を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　
日
本
共
産
党
の
山
内
よ
し
子
議
員
は
十
六
日
、
府
議
会
本
会
議
で
代
表
質
問
に
立
ち
、「
派

遣
切
り
」
で
職
と
住
居
を
失
っ
た
方
々
や
府
民
の
危
機
的
な
く
ら
し
の
実
態
を
示
し
、
府
と

し
て
緊
急
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

2月16日

山内 よし子議員
（京都市南区）

代表質問

“
派
遣
切
り
・
下
請
け
切
り
許
す
な
”
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ま
た
、
府
が
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
企
業
に
対

し
て
、
緊
急
調
査
を
行
な
い
、
派
遣
切
り
、
雇
い
止

め
を
直
ち
に
や
め
さ
せ
る
こ
と
、
府
の
職
員
削
減
計

画
の
中
止
、
安
定
し
た
雇
用
創
出
を
求
め
ま
し
た
。

中
小
零
細
業
者
の
緊
急
対
策
に
つ
い
て

　
緊
急
事
態
に
ふ
さ
わ
し
い
中
小
企
業
、
零
細
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
①
業
者
の
要
望
や
困
り
ご

と
に
総
合
的
に
対
応
で
き
る
窓
口
と
体
制
を
設
け
る

こ
と
、
②
京
丹
後
市
が
実
施
し
て
い
る
雇
用
調
整
助

成
金
の
企
業
負
担
分
へ
の
助
成
制
度
を
府
と
し
て
創

設
す
る
こ
と
、
③
融
資
制
度
で
は
、
利
率
の
引
き
下

げ
、
返
済
据
え
置
き
期
間
を
三
年
間
に
延
長
、
無
利

子
無
担
保
の
緊
急
直
貸
し
制
度
の
実
施
を
求
め
ま
し

た
。地

元
の
建
築
業
や
中
小
業
者
の
仕
事
お
こ
し
へ
 

「
住
宅
改
修
助
成
制
度
」を
創
設
せ
よ

　
地
元
業
者
の
仕
事
お
こ
し
と
し
て
、
公
的
施
設
や

福
祉
施
設
な
ど
の
工
事
を
、
地
元
業
者
へ
優
先
発
注

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
下
請
け
へ
の
地
元
業
者
の

参
加
率
等
も
入
札
基
準
に
い
れ
る
こ
と
を
求
め
、
直

接
の
仕
事
お
こ
し
に
つ
な
が
る
「
住
宅
改
修
助
成
制

度
」
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

府
域
全
体
に
影
響
を
与
え
る
京
都
駅
周
辺
の

大
型
店
出
店
計
画
に
反
対
せ
よ

　
京
都
駅
前
、
近
鉄
プ
ラ
ッ
ツ
跡
地
へ
の
ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ
進
出
計
画
や
京
都
駅
南
口
の
大
型
商
業
施
設

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
小
小
売
店
を
さ
ら
な
る
窮

地
に
追
い
や
ら
な
い
た
め
に
、
影
響
調
査
を
、
府
南

部
・
中
北
部
全
体
に
わ
た
っ
て
早
急
に
行
な
い
、
知

事
と
し
て
、
府
域
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
京

都
駅
周
辺
の
大
型
商
業
施
設
の
計
画
に
、
反
対
の
立

場
を
明
確
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

京
丹
後
市
の
府
立
高
校
定
員
問
題
で
 

府
教
委
が
画
期
的
な
答
弁

　
京
丹
後
市
内
の
募
集
定
員
が
、
本
年
度
の
京
丹
後

市
の
中
学
校
卒
業
生
七
百
二
十
人
に
対
し
て
、
定
時

制
や
分
校
を
含
め
て
も
、
六
百
十
人
し
か
な
い
た
め
、

百
人
以
上
が
地
元
の
高
校
に
入
れ
ず
、
子
ど
も
や
父

母
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
質
問
。

「
子
ど
も
が
四
人
い
て
公
立
し
か
行
か
せ
ら
れ
な
い
。

今
年
は
難
し
い
と
聞
き
、
娘
が
泣
い
て
い
た
」
と
の

お
母
さ
ん
方
の
切
実
な
訴
え
と
と
も
に
、
与
謝
の
高

校
へ
通
う
に
は
高
額
な
通
学
費
と
時
間
が
か
か
る
実

態
を
示
し
、「
子
ど
も
の
増
加
に
み
あ
っ
た
定
員
を
確

保
し
な
い
の
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
経
済
状

況
の
急
激
な
悪
化
の
も
と
で
「
行
く
高
校
も
な
く
、

就
職
も
で
き
な
い
子
ど
も
を
一
人
も
生
み
出
し
て
は

な
ら
な
い
」「
今
か
ら
で
も
定
員
を
増
や
す
べ
き
」「
二

次
募
集
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
せ
」
と
求
め

ま
し
た
。

　代表質問の２日前、府会議員団に「何度生
活保護を受けたいと思っても申請用紙ももら
えない」と電話がかかってきました。２月１１
日に九条診で開かれた『連帯のひろば』に来
られた、路上生活のＡさんからでした。
　質問当日はくらし、雇用、営業を守れと大
勢の府民が府庁にこられ、傍聴にも参加。そ
の中にＡさんの姿もありました。Ａさんの事
例をあげて生活保護の問題で追及。そして翌
日早朝にＡさんと下京生活相談所の相談員と
一緒に生活保護の申請に同行。申請は受理さ
れ、中央保護所に入って病気の治療とアパー
トの確保に向けて一歩が踏み出されました。
運動と議会の論戦がかみ合い政治を動かして
いることを実感しています。
 ［山内よし子］

　１月２３日、京丹後市内の府立高校の定員数が中学３年生の人数を１１０
人下回っている問題で、丹後地域の保護者らでつくる「丹後通学圏の高
校入試を考える会」（田中隆夫代表）が定員増を求めて要請に来られ、こ
の問題を代表質問で取り上げました。

京丹後市の保護者らが
府立高校の定員増を要請

　
教
育
長
は
「
昨
年
秋
以
降
の
、
と
く
に
厳
し
い
丹

後
地
域
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
志
願

状
況
に
応
じ
て
、
定
員
以
上
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
も

含
め
、
柔
軟
な
対
応
を
行
な
う
」
と
画
期
的
な
答
弁

を
行
な
い
ま
し
た
。

経
済
的
理
由
で
進
学
を
断
念
さ
せ
な
い
 

緊
急
対
策
の
実
施
を

　
経
済
的
理
由
で
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
を
断
念
さ

せ
な
い
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
①
無
利
子
の

「
緊
急
就
修
学
資
金
貸
付
制
度
」
の
創
設
、
②
府
立
高

校
授
業
料
減
免
制
度
の
収
入
基
準
の
改
善
、
③
他
府

県
私
学
に
通
う
高
校
生
へ
の
助
成
の
復
活
と
授
業
料

直
接
助
成
の
増
額
、
④
通
学
費
補
助
制
度
に
回
数
券

も
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
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保
険
証
の
 

取
り
上
げ
を
や
め
よ

　
新
井
進
議
員
は
、
京
都
の
五
軒
に
一
軒
以
上
が
滞
納
世
帯

と
な
り
、
資
格
証
明
書
発
行
が
昨
年
に
比
べ
千
世
帯
も
増
え

て
い
る
実
態
を
あ
げ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
質
問
。

「
い
ま
大
事
な
こ
と
は
、
保
険
証
取
り
上
げ
の
制
裁
で
は
な

く
、
滞
納
世
帯
の
実
情
に
応
じ
て
温
か
な
支
援
を
す
る
こ
と

だ
」
と
し
て
、
全
滞
納
者
、
資
格
証
発
行
世
帯
に
つ
い
て
、

市
町
村
と
協
力
し
、
訪
問
調
査
と
相
談
活
動
を
せ
よ
と
求
め

ま
し
た
。

資
格
証
世
帯
に
も
短
期
証
が
 

発
行
で
き
る
こ
と
を
徹
底
せ
よ

　
さ
ら
に
政
府
が
、
資
格
証
世
帯
で
も
窓
口
で
の
一
時
払
い

が
困
難
な
場
合
に
は
、
子
ど
も
に
限
定
せ
ず
被
保
険
者
に
は

短
期
証
を
発
行
で
き
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
こ

れ
を
市
町
村
に
周
知
徹
底
し
て
短
期
証
を
発
行
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。

2月18日
新井　進議員
（京都市北区）

一般質問

仕
事
安
定
へ
の
支
援
と
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
拡
大
を

　
次
に
新
井
議
員
は
、
視
覚
障
害
者
の
職
業
環
境
の
悪
化
を

取
り
上
げ
、
按
摩
や
鍼
、
灸
の
三
療
業
の
施
術
費
助
成
を
行

な
い
、
市
町
村
へ
も
助
成
し
、
仕
事
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
要

求
。
視
覚
障
害
者
の
職
業
訓
練
の
職
域
拡
大
な
ど
支
援
強
化

を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
支
援
に
欠

か
せ
な
い
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
、
来
年
度
も
新
規
養

成
研
修
を
実
施
し
、
低
す
ぎ
る
報
酬
に
つ
い
て
は
、
助
成
措

置
を
と
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
内
山
間
部
の
 

公
共
交
通
機
関
を
守
れ

　
最
後
に
、
北
区
雲
ヶ
畑
地
域
に
つ
い
て
、
京
都
バ
ス
が
大

幅
に
減
便
さ
れ
、
高
齢
者
の
通
院
に
も
大
き
な
支
障
が
で
て

い
る
こ
と
に
言
及
。「
住
民
の
移
動
の
自
由
を
保
障
す
る
こ

と
は
自
治
体
の
重
要
な
役
割
だ
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
地
域

も
府
の
助
成
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　国民健康保険の「都道府県単位の一元化提案」
は、「国の責任は棚上げ」、「医療機関が少ない地
域の負担を増やして、高い地域の国保料を平準
化」し、「国の医療費抑制政策をすすめるための
ものではないのか」との私の質問には答えず、
知事は「社会保険庁と同じようなものをつくっ
ていいのか？」とか、「全国制度を作り上げるた
めに、現実的な提案を行なった」などすれ違い
答弁でごまかそうとしました。しかし、京都府
の提案を厚労省が歓迎し「協力を惜しまない」
としているように、国の医療費抑制政策の片棒
を担ぐ提案であることは明らかです。
　山田知事、猿渡副知事のコンビで、総務省の
お先棒担ぎの府政にされたのでは、府民はたま
ったものではありません。 ［新井　進］

　
国
保
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
失
業

や
倒
産
な
ど
も
減
免
の
対
象
と
す
る
よ

う
市
町
村
へ
助
言
す
べ
き
だ
と
要
求
。

健
康
福
祉
部
長
は
、「
資
格
証
の
発
行
に

係
る
厚
労
省
の
通
知
に
つ
い
て
は
、
直

ち
に
市
町
村
に
通
知
し
、
会
議
の
場
で

周
知
し
た
」「
減
免
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
が
実
態
を
ふ
ま
え
て
判
断
さ
れ
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
新
井
議
員
は
、
府
が
「
国
民
健

康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
の
一
元
化
」

を
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

の
医
療
費
抑
制
の
片
棒
を
担
ぐ
も
の
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

国民健康
保険

視覚
障害者

雲ヶ畑
地域

原田　完（京都市中京区）

一刻も早く手だてを深刻な
不況にある中小企業支援を

　２月定例議会は、深刻な不況で苦しむ府民・市
民応援の京都府政実現に向け、現場に赴き調査を
した上で、議会で要求を突きつけ、追及をした予
算議会でした。
　この間、生活相談で友禅の下請け職人さんが
「この一年間仕事がない」「これまでの生命保険を
取り崩して来たが、もうお金が底をつき、１０万円
しかない」という深刻な相談がありました。
　中小零細企業は、全く無権利状態の下で、この
不況の荒波にもまれています。
　中小零細企業が元気になってこそ、地域経済の
活性化が計れます。今こそ外需頼みの自民党政治
から内需拡大、中小企業応援の政治実現へ力を合
わせましょう。
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
を
求
め
よ
 

す
べ
て
の
障
害
者
の
権
利
を
守
る
法
と
施
策
を

　
障
害
者
と
関
係
者
の
大
き
な
運
動
に
よ
り
、
二
度
に
わ
た

る
軽
減
措
置
が
行
な
わ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
、

か
み
ね
史
朗
議
員
は
、「
見
直
し
案
は
〝
応
益
負
担
〟
が
継
続

さ
れ
る
。
最
低
水
準
以
下
の
生
活
を
我
慢
し
て
く
れ
と
い
う

の
か
」
と
質
問
。
知
事
は
、「
所
得
に
応
じ
た
制
度
と
な
っ
て

い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
た
た
め
、
憲
法
の
生
存
権
に
反
す
る

こ
の
制
度
の
廃
止
を
国
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
府
の
軽
減
措
置
で
は
実
態
に
合
わ
な
い
た
め
、
緊

急
に
、
低
所
得
者
の
利
用
負
担
と
食
材
費
の
無
料
化
、
報
酬

単
価
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
、
支
払
い
方
式
を
「
月
額
制
」

へ
戻
す
こ
と
を
求
め
、
職
員
の
待
遇
や
配
置
基
準
の
改
善
な

ど
も
要
求
し
ま
し
た
。

　
新
事
業
体
系
移
行
の
問
題
で
は
、
障
害
者
が
就
職
で
き
な

か
っ
た
ら
施
設
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
な
ど
、
新
事
業
体
系
の
再
検
討
を
国
に
求
め
る
よ
う

要
求
し
ま
し
た
。

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
を
 

利
用
者
負
担
の
無
料
化
を

　
障
害
を
持
つ
子
ど
も
が
、
集
団
生

活
を
ト
ラ
ブ
ル
な
く
送
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
重
要
な
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
支
援

が
極
め
て
弱
く
、
子
ど
も
へ
の
療
育

に
お
金
が
か
か
る
こ
と
自
体
見
直
す

べ
き
、
と
指
摘
。
国
に
無
料
化
を
求

め
、
大
津
市
な
ど
の
よ
う
に
府
独
自

に
無
料
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
整
備
や
運
営
へ
の
助
成

制
度
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

2月18日
かみね 史朗議員
（京都市右京区）

一般質問

一
人
で
も
障
害
の
種
別
ご
と
に
特
別
支
援
学
級
を
 

全
小
中
学
校
で
通
級
指
導
教
室
の
設
置
を

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
府
内
の
情
緒
障
害
学
級
の

設
置
が
他
府
県
と
比
べ
て
少
な
い
こ
と
、
現
場
の
先
生
が
休

む
間
も
な
く
子
ど
も
に
張
り
付
い
て
い
る
実
態
を
示
し
、「
一

人
で
も
障
害
の
種
別
ご
と
に
学
級
を
つ
く
る
」
基
準
で
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
て
い

る
実
態
を
示
し
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で
の
設
置
を
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
高
校
で
も
個
別
指
導
の
充
実
と
と
も
に
通
級
指
導

教
室
を
設
置
し
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
多
く
が
通
う
定
時

制
・
通
信
制
高
校
の
定
員
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

　
府
教
育
長
は
、「
情
緒
障
害
児
学
級
は
、
子
ど
も
の
実
態
に

あ
わ
せ
、
市
町
村
の
判
断
を
尊
重
す
る
。
通
級
指
導
教
室
は
、

充
実
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　知事は、障害者の応益負担について、「所得に
応じた制度にしている」としています。しかし、
年金と作業所の工賃を合わせても月７万４千円
しかない障害者の方は、さまざま差し引くと衣
類や日用品も満足に買えず、土日に家に帰って
もお金のかかることはできません。これでは文
化的で最低限度の生活とはいえません。こんな
人からも利用料を取って、食材費やホテルコス
トは全額自己負担にする応益負担制度というの
は、憲法２５条に違反しています。この点をただ
すと、知事は、「憲法２５条の問題はトータルで生
活保障の問題として考えるべき」と憲法違反に
当たらないとの考えを示し、応益負担制度を擁
護しました。しかし、「障害者みなさんの負担水
準を少しでも低くなるように国に要請してい
く」と答えざるを得ませんでした。
 ［かみね史朗］

西脇 いく子（京都市下京区）

路上生活者を
つくらない社会の実現を

　先日、相談を受けた５３歳の男性は、長年派遣を続
けたあげく、今年１月に大手企業から解雇されまし
た。寮を追い出された後、ネットカフェを利用しな
がら求職活動。お金も底をつき、最後は京都駅の構
内で夜を明かす毎日で、なんとかしたいと最後に電
話帳をめくり、たどり着いたのが共産党の事務所で
した。私がつきそい、生活保護申請をしたところ、
受理されました。しかし、圧倒的多数の人達が、い
まだに絶望の思いで寒空のもとで夜を明かしたり、
ネットカフェなど転々としています。お金の切れ目
が命の切れ目、人間的なくらしの切れ目に即つなが
るような世の中を、次の子ども達の世代に引き継ぐ
ことのないように、今、政治と行政の役割が真剣に
問われています。
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「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
案
の
拒
否
」 

「
Ｍ
Ａ
米
輸
入
中
止
」を
国
に
求
め
よ
！

　
松
尾
孝
議
員
は
、
汚
染
米
な
ど
の
事
件
、
穀
物
相
場
高
騰

を
契
機
に
、
食
料
の
海
外
依
存
か
ら
脱
却
し
、
食
料
自
給
率

の
向
上
を
望
む
声
の
高
ま
り
と
、
食
料
主
権
を
掲
げ
、
新
し

い
貿
易
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
る
国
内
世
論
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
自
然
条
件
や
農
業
構
造
を
無
視
し
た
Ｗ
Ｔ

Ｏ
提
案
の
拒
否
、
Ｍ
Ａ
米
輸
入
の
中
止
を
国
に
求
め
よ
と
た

だ
し
ま
し
た
。

米
価
の
下
支
え
制
度
国
に
求
め
 

府
の
農
業「
担
い
手
支
援
策
」の
強
化
を

　
農
業
の
衰
退
は
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
や
価
格
保
障
政
策

の
放
棄
で
、
農
業
で
生
活
で
き
な
く
し
た
こ
と
が
原
因
と
指

摘
。
日
本
共
産
党
の
「
日
本
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
示
し
、

米
価
が
生
産
費
を
下
回
っ
た
場
合
に
補
て
ん
す
る
不
足
払
い

制
度
導
入
を
国
に
求
め
よ
と
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

　
府
の
農
業
対
策
で
は
、
府
が
「
売
れ
る
米
作
り
」
を
強
調

す
る
な
ら
、「
特
別
栽
培

米
」
生
産
へ
の
支
援
を
と

求
め
、
ま
た
、
担
い
手
対

策
の
基
本
を
、
多
様
な
担

い
手
の
連
携
に
よ
る
地
域

農
場
づ
く
り
や
集
落
営
農

等
へ
の
支
援
か
ら
、
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
に
シ
フ

ト
し
て
も
、
府
下
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
「
即
戦
力
の

担
い
手
」
を
育
成
は
で
き

な
い
と
批
判
。
就
農
研
修

資
金
貸
付
制
度
の
改
善
、

実
践
農
場
や
技
術
指
導
者

の
増
員
な
ど
新
規
就
業
支

2月20日
松尾　孝議員
（京都市伏見区）

一般質問

援
事
業
等
の
強
化
や
飼
料
米
栽
培
へ
の
支
援
こ
そ
必
要
だ
と

提
案
し
ま
し
た
。

「
肝
炎
対
策
基
本
法
」の
早
期
成
立
 

府
の
検
査
・
治
療
体
制
強
め
患
者
支
援
を

　
肝
炎
対
策
に
つ
い
て
は
、
三
百
五
十
万
人
と
も
い
わ
れ
る

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
の
救
済
に
つ
い
て
、
薬
害
肝
炎
訴
訟

の
原
告
と
国
の
基
本
合
意
に
基
づ
く
法
整
備
の
一
日
も
早
い

実
現
が
必
要
と
指
摘
。
患
者
団
体
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
、

府
が
国
に
積
極
的
に
法
整
備
を
求
め
よ
と
要
求
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
府
の
肝
炎
対
策
に
つ
い
て
、
肝
炎
検
査
受
診
率
を

高
め
る
た
め
に
、
都
道
府
県
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
の
肝
炎
無

料
検
査
の
医
療
機
関
へ
の
委
託
を
、
直
ち
に
拡
大
す
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
等
の
治
療
へ
の
府
独
自
の
支
援
、

府
内
全
域
の
開
業
医
に
最
新
の
肝
炎
治
療
の
情
報
を
医
師
会

等
の
協
力
も
得
て
周
知
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

無
料
検
査
機
関
、順
次
拡
大
す
る

　
こ
れ
に
対
し
、
府
は
、
無
料
検
査
委
託
医
療
機
関
に
つ
い

て
、
近
く
、
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
も
含

め
、
市
町
村
等
の
意
見
を
聞
き
、
順
次
拡
大
す
る
と
答
弁
し

ま
し
た
（
予
算
委
員
会
で
松
尾
議
員
に
答
弁
）。

「食料主権」が「モンロー主義」か
　世界の食料需給の逼迫は構造的なもの、
年々深刻化しています。WTO体制の下、世
界の食料はアメリカの穀物メジャーに握られ、
食料危機に見舞われている多くの国々が将来
にわたってその支配下におかれることになり
かねません。安い食料を外国から輸入したほ
うがよいと食料自給率４０％にまで低下させて
きた日本にとっても人ごとではありません。
　いま、WTOの自由化いっぺんとうのやり
方に反対し、“自国の食料は自国で”と「食料
主権」を確立しようという動きが大きくなっ
ているのは当然です。日本でも「食料を輸入
に頼るべきでない」との世論が９３％にも上っ
ており、政府がこの立場にしっかり立つこと
が必要です。
　知事が政府にこのことを強く要求するよう
求めましたが、答えは、「自給率向上は大事だ
が、食料主権などという『モンロー主義』は
このグローバル化の時代には難しい」という
ものでした。あきれてものが言えないとはま
さにこのこと、情けない思いでした。
 ［松尾　孝］

　３月３日、静岡県富士市のジヤトコ本社
に「労働者の解雇を中止し、社会的責任を
果たすことを求める」申し入れを行ないま
した。同社京都工場の労働者が、「派遣労働
者へ直接雇用の申し込みをするようジヤト
コに指導せよ」と京都労働局に申告したこ
とも紹介。ジヤトコ側は、人事部課長らが
対応し、「労働局への申告についてはまだ聞
いていない」、「うちは法令順守を重視して
いる」などと答えました。

ジヤトコ本社に
解雇中止などを要請

農業問題

肝炎対策
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二
件
の
認
定
に
反
対
し
、
他

の
三
件
に
賛
成
す
る
立
場
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
他
会
派
は
討
論
せ
ず
、
五

議
案
と
も
賛
成
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
議
案
は
認
定
で
き
な
い

　
二
月
定
例
議
会
開
会
日
の
十
日
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
い
た
平
成
十
九
年
度
決
算
五
議
案
の
討
論
・
採
決

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
来
、
十
二
月
定
例
会
で
採

決
に
付
す
べ
き
で
し
た
が
、
会
計
検
査
院
が
国
庫
補
助
事
業

費
の
会
計
処
理
が
不
適
切
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
、
及
び

本
府
の
裏
金
問
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
決
算
特
別
委

員
会
審
査
の
継
続
が
決
ま
り
、
二
月
定
例
会
に
持
ち
越
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

　
日
本
共
産
党
府
議
団
を
代
表
し
て
、
み
つ
な
が
敦
彦
議
員

が
本
会
議
討
論
に
立
ち
、
京
都
府
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
は
、
不
適
正
な
会
計
処
理
や
裏
金
問
題
で
認
定
の
前
提
が

崩
れ
た
こ
と
、
内
容
面
で
も
府
民
の
く
ら
し
支
援
が
不
十
分

な
一
方
、
畑
川
ダ
ム
な
ど
の
不
要
不
急
の
事
業
は
継
続
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決
算

は
、
過
大
な
水
需
要
予
測
に
も
と
づ
く
設
備
投
資
の
つ
け
を
、

乙
訓
二
市
一
町
と
住
民
に
押
し
つ
け
る
も
の
と
述
べ
、
こ
の

●昨年の９月議会で提案された議案討論に立つ
という、異例の事態となりました。本来、裏
金問題等で議案を不認定とすべきなのに、不
認定にできない与党議員らが、決算特別委員
会を３０数年ぶりに延期したのです。知事らは
延期されたこと自身を重く受け止めるべきで
すが、延期したものの、すぐに本議会で認定
の態度をとった与党議員の責任も重大です。

●議会開会中に、予算審議のための調査にあち
こち走り回りました。京都府が企業立地のた
めの補助金を交付している（株）ジヤトコ（南
丹市）の本社（静岡県富士市）に、派遣切り
をやめ、直接雇用の義務を負うように申し入
れ、京都労働局とも懇談するなど、深刻な雇
用問題に真正面から挑みました。年度初めを
迎え、いっそう奮闘が求められています。

 ［みつなが敦彦］

2月10日
みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

開会本会議
決算認定議案討論

京都・学費ゼロネットが府議会各会派に要請行動

　京都の学費ゼロネットが、２月１０日、「大学における
高学費問題の改善」について、府議会から国への意見
書提出、府として「経済危機に対応し、緊急の修学支
援を行なうこと」、「京都府独自の奨学金制度を創設す

ること」を求める請願提出に向け、京都府議会の各会
派へ要請を行ないました。
　要請には各大学から２０人の学生が参加し、「学部で２
人が学費が払えず大学を辞めた」（立命館大）、「芸術学
科の学費が１６０万円に値上げされた。これ以上バイト
で稼ぐのは無理。京都府独自の奨学金をつくって、学
生を救ってほしい」（精華大）など、各大学で取り組ん
だ「学費実態調査アンケート」へ寄せられた学生の実
態を告発しました。
　要請に応じた新井進団長は「高学費は個人の問題で
はない。学生支援は、国、社会を支える人づくり。国
の流れを変えたい。府に対しても無利子奨学金制度、
高校・大学の初年度納付金の緊急無利子貸付制度を求
めている。ともにがんばりたい」と激励しました。
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3月17日
かみね 史朗議員
（京都市右京区）

予算特別委員会
知事総括質疑

補
助
金
を
出
し
て
い
る
ジ
ャ
ト
コ
に
 

雇
用
を
守
る
よ
う
指
導
せ
よ

　
知
事
総
括
質
疑
に
立
っ
た
か
み
ね
史
朗
議
員
は
、
ま
ず
、

府
民
生
活
を
困
難
に
陥
れ
た
原
因
で
あ
る
外
需
頼
み
経
済
と

構
造
改
革
路
線
を
批
判
。「
知
事
は
国
に
対
し
、
雇
用
と
社
会

保
障
を
守
る
方
向
に
政
治
転
換
を
求
め
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
雇
用
問
題
に
つ
い
て
「
年
度
末
の
大
量
解
雇
を
全

力
で
止
め
る
べ
き
」
と
し
て
、
府
が
補
助
金
を
出
す
大
企
業

に
よ
る
大
量
解
雇
の
実
態
を
告
発
。
知
事
が
、
こ
う
し
た
企

業
に
対
し
、
内
部
留
保
金
を
使
っ
て
雇
用
を
守
り
、
社
会
的

責
任
を
果
た
す
よ
う
要
請
す
べ
き
だ
と
要
求
。
さ
ら
に
、
補

助
金
交
付
企
業
で
あ
る
ジ
ヤ
ト
コ
の
京
都
工
場
の
労
働
実
態

を
パ
ネ
ル
で
示
し
、
偽
装
請
負
を
通
算
す
れ
ば
派
遣
期
間
は

三
年
を
超
え
て
い
る
と
説
明
。「
完
全
に
派
遣
法
違
反
だ
。

ジ
ヤ
ト
コ
に
法
律
ど
お
り
正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
よ
う
求

め
よ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
が「
違
反
か
ど
う
か
は
労
働
局
が
対
応
す
る
の
が
筋
」

と
答
弁
し
た
こ
と
を
受
け
、
か
み
ね
議
員
は
「
三
億
円
の
税

金
支
出
が
あ
り
、
当
事
者
と
し
て
厳
し
い
対
応
が
必
要
」
と

指
摘
。
解
雇
さ
れ
た
派
遣
社
員
た
ち
は
、
生
活
費
に
困
窮
し

「
子
ど
も
の
お
年
玉
ま
で
『
ご
め
ん
な
』
と
い
っ
て
取
り
上
げ

ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
状
況
だ
」
と
述
べ
て
、「
た
だ
ち
に
調

査
し
指
導
せ
よ
」
と
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

教
育
費
の
緊
急
貸
付
実
施
と
 

授
業
料
減
免
制
度
の
改
善
を

　
教
育
費
の
問
題
で
、
か
み
ね
議
員
は
「
緊
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
に
京
都
か
ら
も
「
授
業
料
四
十
万
円
が
払
え
な
い
と
卒

業
で
き
な
い
」
な
ど
と
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

ま
た
私
学
の
授
業
料
減
免
制
度
に
つ
い
て
「
実
施
し
て
い
な

い
学
校
も
あ
る
」
と
し
て
、「
緊
急
貸
付
を
行
な
い
、
授
業
料

減
免
制
度
は
改
善
を
」
と
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
、
授
業
料

減
免
制
度
に
つ
い
て
「
利
用
の
な
い
学
校
に
は
、
活
用
を
徹

底
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
総
 務
 部
 

人
件
費
削
減
・
施
策
見
直
し
路
線
の
転
換

総
合
評
価
な
ど
入
札
制
度
の
改
善

限
界
集
落
と
地
域
再
生

税
務
共
同
化
の
拙
速
な
実
施
中
止

京
丹
後
市
の
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　
政
策
企
画
部
 

私
の
し
ご
と
館
・
学
研
都
市

給
与
費
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し

合
併
の
検
証
と
市
町
村
へ
の
支
援

　
府
民
生
活
部
 

消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
職
員
の
待
遇
改
善

同
和
奨
学
金
返
還
対
策
事
業
の
中
止

住
宅
防
火
・
地
震
防
災
対
策

陸
自
長
池
演
習
場
で
の
爆
破
訓
練

　
文
化
環
境
部
 

私
学
助
成
拡
充

京
都
府
立
大
学
法
人

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て
規
制
条
例
案

加
茂
町
の
赤
田
川
へ
の
汚
水
流
入

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　
健
康
福
祉
部
 

住
ま
い
無
く
し
た
人
救
う
「
一
時
避
難
所
」

生
活
保
護
制
度
、
窓
口
対
応
の
改
善

無
料
低
額
診
療
事
業
の
普
及

介
護
保
険
の
新
認
定
方
式
実
施
の
凍
結

介
護
報
酬
の
改
善
、
職
員
の
待
遇
改
善

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
整
備

与
謝
の
海
病
院
へ
の
診
療
群
分
類
包
括
評
価
導
入

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
委
託
医
療
機
関

盲
ろ
う
者
通
訳
介
助
制
度
改
善

予算特別委員会書面審査●主な質問項目

　府が雇用のために３億円補助してい
るジャトコで、１０人の派遣労働者が、
解雇は不当と労働局に申告した問題で、
知事の姿勢をただしました。その労働
者から直接聞くと、皆さん製造ライン
で正社員の指示のもと、一貫して同じ
仕事をしており、「請負」は偽装です。
その期間を通算すれば、３年以上とな
り、明確な労働者派遣法違反です。本
来正社員となるべき人たちなのです。
ところが、一方的に解雇され、収入が
途絶え、きわめて厳しい生活を余儀な
くされています。知事として、このよ
うな事実に目をつぶるのか、労働局と
連携してジャトコに調査に入り、違法
行為を正すべきではないかと追及しま
したが、知事は「労働局で対処するの
が基本。府としては法律を守るよう要
請はする」と答えるにとどまりました。
大企業にものが言えない知事の姿勢が
明らかになりました。 ［かみね史朗］
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3月17日
さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

予算特別委員会
知事総括質疑

職
と
住
ま
い
を
失
っ
た
人
を「
一
人
も
路
上
に
戻
す
な
」 

「
一
時
避
難
所
」の
設
置
を
求
め
る

　
さ
こ
祐
仁
議
員
は
、
府
内
各
地
の
状
況
や
名
古
屋
で
の
調

査
を
ふ
ま
え
、
京
都
府
に
一
時
避
難
所
が
な
く
、
京
都
市
の

中
央
保
護
所
も
満
杯
状
況
で
あ
る
た
め
、
雇
い
止
め
さ
れ
、

住
ま
い
も
失
っ
た
派
遣
労
働
者
等
が
、
相
談
に
行
っ
て
も
対

応
さ
れ
ず
、
路
上
や
駅
、
公
園
で
く
ら
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
と
府
の
「
自
立
計
画
」
で

「
住
居
の
確
保
」
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
府
が
「
緊
急

一
時
避
難
所
」
を
設
置
し
、
医
療
相
談
や
仕
事
捜
し
な
ど
の

総
合
的
な
支
援
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
深
刻
な
情
勢
で
あ
り
、
生
活
保
護
の
相
談
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
公
営
住
宅
の
活
用
な

ど
で
対
処
す
る
と
し
て
、「
一
時
避
難
所
」
に
は
言
及
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

生
活
保
護
の
窓
口
抑
制
 

知
事
は
実
態
を
調
べ
、改
善
の
徹
底
を
 

　
ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
た
い
と
市
の
窓
口
に
行
っ
た
Ｄ

Ｖ
被
害
の
母
子
に
対
し
、「
子
ど
も
を
養
護
施
設
に
預
け
て
働

け
」
と
申
請
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
例
や
、
七
十
一
歳
の
女

性
に
仕
事
を
探
す
の
が
先
と
、
取
り
合
わ
な
か
っ
た
町
の
例

を
示
し
、
市
町
村
の
支
所
段
階
ま
で
、
生
活
保
護
の
現
場
に

制
度
の
適
切
運
用
を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
住
居
の
な
い
方
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
申
請
を

受
理
し
、
審
査
を
行
な
う
こ
と
な
ど
、
懇
切
丁
寧
に
対
応
す

る
よ
う
徹
底
を
は
か
っ
て
い
る
」
旨
答
弁
し
ま
し
た
。

経
済
効
果
抜
群
の
住
宅
改
修
助
成
制
度
 

知
事
は
実
施
の
決
断
を

　
中
小
企
業
の
仕
事
確
保
に
関
連
し
て
は
、
京
建
労
や
京
都

府
建
設
業
協
会
か
ら
建
設
業
の
仕
事
確
保
を
求
め
る
請
願
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
仕
事
確
保
は
建
設
業
界
全
体
の
願
い
と

強
調
。
経
済
効
果
抜
群
の
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
実
施
を
知

事
が
決
断
す
べ
き
と
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
商
工
労
働
観
光
部
 

中
小
企
業
向
け
制
度
融
資
制
度
の
運
用
改
善

違
法
な
派
遣
切
り
の
中
止
、
雇
用
の
確
保

中
小
企
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
削
減
中
止

計
量
検
定
所
の
民
間
委
託

高
等
技
術
専
門
校
の
有
料
化

　
農
林
水
産
部
 

命
の
里
再
生
事
業

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
・
担
い
手
育
成

正
規
の
安
定
雇
用
で
の
森
林
再
生

専
門
の
有
害
鳥
獣
駆
除
員
の
配
置

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

　
建
設
交
通
部
 

緊
急
相
談
で
の
府
営
住
宅
入
居

住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
改
善

住
宅
改
修
助
成
制
度
の
創
設

淀
川
水
系
整
備
計
画
案
へ
の
府
意
見
書
案

生
活
交
通
バ
ス
対
策
へ
の
支
援

鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
教
育
委
員
会
 

三
十
人
学
級
の
実
施
と
教
員
増
員

府
立
高
校
の
入
学
定
員
改
善

臨
時
教
員
の
労
働
条
件

学
校
給
食
費
の
値
上
げ

府
立
高
校
授
業
料
減
免
制
度

修
学
資
金
貸
付
制
度

　
警
察
本
部
 

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
の
建
設
に
と
も
な
う
交
通
渋

滞
予
測

交
通
安
全
対
策

公
募
型
公
共
事
業

取
り
調
べ
過
程
可
視
化
、
留
置
所
の
現
状

警
察
職
員
の
定
数

予算特別委員会書面審査●主な質問項目

　「住む家がほしい」昨年１１月雇い止
めにより、大阪の寮を追い出され、
京都駅周辺に野宿している６０代の男
性の言葉です。中央保護所に申し込
んだが、抽選に漏れて、野宿という
方もいます。そういう方に府として
一時避難所を確保することは、「政治
の責任だ」との思いで、今回の総括
質疑に臨みました。知事は、「公営住
宅の確保などでの対応」というだけ
で、「一時避難所」設置には言及しま
せんでした。今でも、寝るところも
なく、仕事を探しにハローワークに
行っても見つからない方が、路上に
放り出されています。一日でも早く
「一人も路上に戻さない」ための一時
避難所の設置が望まれます。今後も
頑張ります。 ［さこ祐仁］
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3月24日
梅木 のりひで議員
（京都市左京区）

閉会本会議
議案討論

　３月は卒業、進学、進級の時期です。３月に
なってテレビでは、不況と貧困の拡大で、高校
中退者が年間７万人に増えていることを相次い
で報道していました。授業料滞納者は昨年末、
全国で２万５千人に増えており、京都でも５００
人を超えています。テレビでは、「高校中退では
仕事も見つからない」「高校からやり直したい」
という中退者の声が紹介されていました。一生
がかかっています。経済的な理由で高校進学を
あきらめたり、中退しなくていいように、行政
の支援が必要です。
　議案討論で、同和奨学金償還事業４億円（京
都市では廃止された）を廃止し、子どもたちが
安心して高校で学べるように支援を行なうこと
を知事に求めました。高校全入運動を呼びかけ
たい。 [梅木のりひで]

　
梅
木
の
り
ひ
で
議
員
は
、
議
案
六
十
件
の
う
ち
、
一

般
会
計
、
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
港
湾
事
業
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
議
案
と
、
高
等
技

術
専
門
校
条
例
改
正
、
与
謝
の
海
病
院
の
使
用
料
・
手

数
料
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
、
動
物
の
飼
育
管
理

と
愛
護
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
七
件
に
反
対
し
、

他
の
五
十
三
件
に
賛
成
す
る
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
〇
九
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
急
激
な

景
気
悪
化
の
も
と
、
党
議
員
団
と
し
て
知
事
に
く
り
返

し
申
し
入
れ
て
き
た
緊
急
対
策
の
内
容
や
、
府
民
の
要

求
運
動
が
一
部
反
映
し
て
い
る
も
の
の
、
府
民
生
活
の

深
刻
な
実
態
か
ら
す
る
と「
期
待
に
こ
た
え
て
い
な
い
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　
反
対
理
由
と
し
て
、
①
雇
用
問
題
で
は
、
一
時
避
難

所
が
必
要
な
ほ
ど
の
深
刻
な
実
態
を
、
府
が
把
握
し
て

お
ら
ず
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
企
業
に
さ
え
も
雇

用
確
保
を
求
め
る
十
分
な
働
き
か
け
を
し
て
い
な
い
こ

と
、
②
中
小
業
者
支
援
で
は
、
業
者
を
支
援
す
る
現
場

の
予
算
と
職
員
を
削
減
し
、
ま
た
、
雇
用
調
整
助
成
金

の
企
業
負
担
へ
の
助
成
と
住
宅
改
修

助
成
制
度
を
知
事
が
拒
否
し
た
こ
と
、

③
教
育
費
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
校

の
緊
急
修
学
支
援
と
通
学
費
補
助
予

算
の
上
積
み
が
あ
っ
た
も
の
の
、
授

業
料
が
払
え
ず
に
高
校
中
退
や
進
学

断
念
の
問
題
が
広
が
っ
て
い
る
現
状

の
深
刻
さ
に
対
し
て
、
支
援
と
対
策

が
ま
っ
た
く
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

④
税
務
共
同
化
な
ど
地
方
自
治
を
脅

か
す
内
容
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
⑤
無
駄
な
公
共
事
業
を
継
続

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、

乙
訓
地
域
に
お
い
て
、
上
水
道
と
工

業
用
水
を
一
体
化
し
、
企
業
分
ま
で
住
民
負
担
に
し
て

い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　
高
等
技
術
専
門
校
条
例
改
正
の
件
は
、
職
業
訓
練
の

役
割
が
重
要
な
時
に
、
無
料
だ
っ
た
授
業
料
を
有
料
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
与
謝
の
海
病
院
の
使
用
料
、
手
数
料
等
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件
は
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
転
院
で
き

る
医
療
機
関
が
乏
し
い
北
部
地
域
で
は
、
患
者
、
病
院
、

介
護
保
険
施
設
に
新
た
な
負
担
が
か
か
る
と
し
て
反
対

し
ま
し
た
。

　
動
物
の
飼
育
管
理
と
愛
護
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

の
件
は
、
保
健
所
で
の
犬
猫
の
引
き
取
り
を
無
料
か
ら

有
料
に
す
る
提
案
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

まえくぼ 義由紀（宇治市・久御山町）

通訳・介助員派遣の
時間制限をなくせ

　盲ろう者の社会参加を支援するため、予算特別委員会で
「触手話」などができる「通訳・介助員派遣事業」の改善を求
めました。
　府の基準で「月２０時間」の制限があり、単独ではほとんど
行動できない盲ろう者にとっては、とても時間が足りません。
　私は、盲ろう者から直接お聞きました。「利用申し込みの時
に、月２０時間というルールを説明される。だから自粛してし
まう」、「病院に月３回通っているが、すぐ２０時間を超えてし
まう」など切々と語りました。
　制限していないのは１３府県、大阪は６２.５時間等の例も示し、
改善せよと迫りました。
　部長は、「２０時間は標準的な時間、必要な場合、それを超え
て利用できる。予算の補正もする」と答弁しましたが、２０時
間の撤廃こそ必要です。
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今
議
会
に
は
、
十
八
件
の
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
議
員
団
を
代
表
し
て
、
上
原
ゆ
み
子
議
員
が
、

四
会
派
提
案
の
「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
反
対
し
、
他
の
十

七
件
に
賛
成
す
る
立
場
で
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
わ
が
党
は
、
請
願
に
応
え
て
「
介
護
労
働
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
国
民
健
康
保
険
財
政
の

健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
大
学
の
高
学
費
を
解

消
し
、
奨
学
金
制
度
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

案
」
を
提
案
し
、
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

　
わ
が
党
提
案
の
「
労
働
者
派
遣
に
お
け
る
法
令
遵
守

と
法
改
正
に
関
す
る
意
見
書
案
」
は
、
現
行
法
で
も
制

限
期
間
三
年
を
超
え
た
派
遣
切
り
は
違
法
で
あ
り
、
指

導
監
督
と
法
の
全
面
改
正
を
求
め
る
も
の
。
与
党
四
会

派
の
意
見
書
案
に
は
、
賛
成
す
る
も
の
の
、
派
遣
切
り

を
く
い
止
め
る
方
策
が
不
十
分
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
医
師
不
足
の
原
因
を
臨
床
研
修
制
度
の
問

題
と
し
、
府
県
ご
と
に
研
修
医
の
定
員
枠
導
入
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
討
論
で
は
、
府
立
与
謝
の
海
病
院
脳

外
科
医
が
こ
の
三
月
で
不
在
と
な
る

な
ど
深
刻
な
事
態
の
中
で
、
人
口
比

を
導
入
す
れ
ば
八
十
四
人
も
の
削
減

と
な
る
重
大
性
を
指
摘
し
、
見
直
し

案
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
わ
が
党

の
意
見
書
案
に
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

四
会
派
の
意
見
書
案
は
、
定
員
枠
導

入
を
前
提
と
す
る
内
容
を
指
摘
し
、

賛
成
し
ま
し
た
。

　
全
会
派
一
致
で
可
決
さ
れ
た
「
低

炭
素
社
会
形
成
の
た
め
の
『
基
本
法

制
定
』
に
関
す
る
意
見
書
案
」
に
は
、

最
大
の
問
題
で
あ
る
中
期
目
標
の
数

値
や
産
業
界
へ
の
規
制
が
明
記
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
わ
が
党
は
、

そ
の
点
を
明
記
し
た
「
気
候
変
動
を
回
避
す
る
た
め
の

『
気
候
保
護
法
』
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
案
」
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
四
会
派
提
案
の
「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
平
和
と
安
定

の
中
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
国
際
社
会
の
努
力

方
向
を
見
ず
、
経
済
制
裁
を
強
調
し
、
拉
致
問
題
の
解

決
を
も
遠
ざ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

　
わ
が
党
の
「
自
衛
艦
の
ソ
マ
リ
ア
沖
派
遣
に
関
す
る

意
見
書
案
」
の
討
論
で
は
、
す
で
に
出
港
し
た
自
衛
艦

に
死
体
安
置
所
が
初
設
置
さ
れ
、
憲
法
で
は
許
さ
れ
な

い
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
｣
想
定
が
さ
れ
た
派
兵
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
直
ち
に
撤
退
す
る
よ
う
求
め
、
賛
同

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

3月24日
上原 ゆみ子議員
（京都市伏見区）

閉会本会議
意見書討論

　B・C肝炎患者対策として「肝炎対策基本法」
の早期制定を求める意見書が可決されました。
　私も、府民生活・厚生常任委員会などでイン
ターフェロン治療の医療費助成やウイルス検査
態勢の充実として無料の検査医療機関を増やす
ことなど、患者の皆さんの声をお聞きし、求め
てきました。
　今求められるのは、ウイルス肝炎対策を国の
責務とし、国や地方自治体の役割を定めた「肝
炎対策基本法」を制定して、施策の統一を図る
ことです。
　本会議終了後、患者会の方や薬害肝炎訴訟の
弁護団・弁護士の方が「引き続きご支援を」と、
挨拶に来られました。病気を押しながら運動を
されている患者の皆さんのために、１日も早い
国会成立をと強く思いました。
 [上原ゆみ子]

　金融危機の影響などで経済状況が悪化する中、資金調達が
困難となり、府税の滞納が発生する事業者でも、府と相談し、
税の徴収猶予などの措置がとられる場合は、「納税されてい
る」という扱いとなり、納税要件が満たされ、制度融資が申
し込めることが、わが党の質問で明らかになりました。
　さこ祐仁議員は、３月５日の予算委員会と１８日の商工労働
観光常任委員会で、制度融資の納税条件について質問し、府
税の滞納があっても、分割納付計画を持つなど、徴収猶予を
認め、融資の申し込みができるよう改善を求めました。それ
に対し、商工労働観光部副部長が「徴収猶予という形で取り
扱われているものは、滞納扱いしていない」と答弁したこと
から明らかとなったものです。

府税の滞納があっても、
徴収猶予中なら
制度融資が申し込めます
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京都府議会2月定例会閉会本会議（3月24日）での請願の審査結果
創
生

公
明

民
主

自
民

共
産

審査
結果

紹介議員
会　　派請願者請願名

蓋蓋蓋蓋○不採択共産全京都建築労働組合　
執行委員長　田辺正男

地元建設業者の健全育成および、雇用促進を求めることに関
する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産京都医療労働組合連合会　
執行委員長　森田しのぶ　ほか２人介護職員等の処遇改善に関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産学費ゼロネット　代表　福田耕大学生への修学支援制度創設を求めることに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産学費ゼロネット　代表　福田耕大学における高学費問題の改善に関する請願

○○○○○採択自民・民主
公明・創生京都府農業会議　会長　草木慶治中山間地等直接支払制度の継続・充実に関する請願

○○○○○採択自民・民主
公明・創生

社団法人　京都府建設業協会　
会長　岡野益巳　ほか２人地域の建設産業の健全な発展及び地域の活性化に関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産京都民主医療機関連合会　
会長　尾崎望

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願　ほか２４件

蓋蓋蓋蓋○不採択共産中京生活と健康を守る会　
代表　大林稔

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産全京都生活と健康を守る会連合会　
代表　平本克行

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願　ほか１１件

蓋蓋蓋蓋○不採択共産全日本年金者組合京都府本部　
代表　今井康雄

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産全日本年金者組合中京支部
代表　大林稔

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願　ほか１２件

蓋蓋蓋蓋○不採択共産京都府商工団体連合会　
会長　伊藤邦雄

国庫負担増額と市町村国保への補助金増額を求めることに関
する請願　ほか１２件

○：賛成、×：反対
※共産＝日本共産党議員団　自民＝自由民主党議員団　民主＝民主党議員団　公明＝公明党議員団　創生＝京都創生フォーラム
　それぞれの意見書案の全文は、日本共産党府議団のホームページでご覧下さい。

京都府議会2月定例会閉会本会議（3月24日）での意見書案の採決結果
創
生

公
明

民
主

自
民

共
産採決結果提出会派意見書案名

○○○○蓋可決自民・民主・公明・創生北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生肝炎対策のための基本法制定を求める意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生細菌性髄膜炎ワクチンの早期定期接種化等を求める意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生子宮頸がん予防ワクチンに関する意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生障害者雇用対策の充実に関する意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生中山間地域等直接支払制度の継続と充実を求める意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生「緑の社会」への構造改革を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産臨床研修制度の見直し案に関する意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生医師臨床研修制度改革に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産労働者派遣における法令遵守と法改正に関する意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生派遣労働者等非正規労働者の雇用・就業対策の強化を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産気候変動を回避するための「気候保護法」の制定を求める意見書案

○○○○○可決自民・民主・公明・創生低炭素社会形成のための基本法制定を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産自衛艦のソマリア沖派遣に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産介護労働者の処遇改善を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産国民健康保険財政の健全化を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産大学の高学費を解消し、奨学金制度の抜本的拡充を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産ＷＴＯ　ドーハラウンドに関する意見書案

さこ 祐仁上原 ゆみ子西脇 いく子山内 よし子原田　完かみね 史朗
上京区選出、商工労働観
光常任委員、少子高齢社
会・青少年対策特別委員

伏見区選出、府民生活・
厚生常任委員、地球温暖
化対策特別委員

下京区選出、農林環境常
任委員、少子高齢社会・
青少年対策特別委員

南区選出、文教常任委員、
少子高齢社会・青少年対
策特別委員

中京区選出、警察常任委
員、京都再生・ブランド
戦略特別委員

右京区選出、文教常任委
員、防災・暮らしの安心
安全対策特別委員

松尾　孝みつなが敦彦梅木のりひでまえくぼ義由紀新井　進
伏見区選出、農林環境常
任委員、京都再生・ブラ
ンド戦略特別委員

左京区選出、府民生活・
厚生常任委員、地球温暖
化対策特別委員

左京区選出、建設交通常
任委員、京都再生・ブラ
ンド戦略特別委員

宇治市・久御山町選出、
総務常任委員、地球温暖
化対策特別委員

北区選出、商工労働観光
常任委員、防災・暮らし
の安心安全対策特別委員

日本共産党
京都府会議員団


